
代現

交
通
と
通
信

鉄
道
の
発
達

讃
岐
鉄
道
会
社
か
ら
国
有
鉄
道
へ

讃
岐
鉄
道
の
創
設

明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
〉

五
月
一
一
一
一
一
日
に

多
度
津
を
起
点
と
し
て
丸
亀
と
琴
平
の
問
で
営
業
を
は
じ
め
た
讃
蚊
鉄
道
会
社
の
こ

-782 

と
に
つ
い
て
は

す
で
に
第
二
巻
で
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
こ
で
は
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

開
業
当
時
の
社
員
は

社
長
以
下
七
七
名
で

車
両
は
重
さ
ニ

O
ト
y
の
ド
イ
ツ
製
タ
Y

ク
機
関
車
三
両
、

客
車
一
一
一
一
両
、

貨
車

二
両
で
、
客
車
は
俗
に

M

マ
ッ
チ
箱
H

と
呼
ば
れ
る
定
員
二

O
名
の
小
型
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
貨
草
も
四
ト
y

五
ト
ン

七
ト

y
と
い
っ
た
小
造
り
で

つ
ね
に
四
両
編
成
の
客

貨
混
合
列
車
で
運
転
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
停
車
場
は
丸
亀
・
多
度
津
・
吉
田
〈
明
治
二
二
年
六
月
一
五
日
か
ら
「
普
通
寺
」
と
改
称
)
お
よ
び
琴
平
の
四
ヵ
所
で
、
当

時
f:l: 

丸
亀
か
ら
琴
平
行
き
が

「
上
り
」

で
あ
り
、

反
対
に
琴
平
か
ら
多
度
津
・
丸
亀
方
面
が

「
下
り
」

で
あ
っ
た
か
ら
、
現
在
と
は

ま
っ
た
く
逆
さ
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
・
と
は
、

讃
岐
鉄
道
創
設
の
目
的
が

最
初
か
ら
弘
法
大
師
の
誕
生
地
善
通
寺
や
金
刀
比
羅
宮
へ
の
参
拝
客
を
対
象
に
し
た
欽

，!! 

道
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

は
表

ωω
の
と
お
り
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
白
米
一
升
(
一
-

開
業
当
初
の
列
車
時
刻
表
お
よ
び
運
賃
(
賃
金
と
称
し
た
)

四
キ
ロ
)

の
値
段
は
三
銭
の
時
代
で
あ
る

地
元
の
反
対
運
動

線
路
の
実
地
測
量
お
よ
び
用
地
買
収
が
開
始
さ
れ
た
の
で

明
治
二

O
年
(
一
入
八
七
)
七
月
に
交
付
さ
れ
た
仮
免
許
状
に
よ
っ
て

あ
る
が

こ
の
鉄
道
敷
設
に
最
初
か
ら
反
対
の
意
見
を
と
っ
て
き
た
地
元
の
人
た
ち
の
強
硬
な
抗
議
に
手
を
焼
い
た
。

ま
っ
先
に
反
対
し
た
の
は
、
普
通
寺
や
金
万
比
羅
宮
参
拝
客
を
目
当
て
と
し
て
生
活
す
る
旅
館
、
土
産
物
広
な
ど
の
経
営
者
で
あ
り
、

人
力
車
夫
や
馬
方
連
中
、

そ
し
て
、

百
姓
た
ち
も
、
祖
先
伝
来
の
田
畑
を
失
う
と
か
、
煙
害
を
理
由
に
顔
を
そ
む
け
る
有
様
だ
っ
た
。

-783-

従
来
全
国
各
地
よ
り
金
万
比
羅
神
社
へ
参
詣
す
る
者
は
、
大
抵
金
万
比
羅
町
に
一
泊
し
、
或
は
昼
食
を
な
し
、
又
、
土
産
物
等

を
買
い
整
へ
し
を
以
て
、
同
町
は
此
の
参
詣
人
の
矯
め
非
常
に
賑
ひ
居
り
し
所
な
る
に
、
先
に
同
所
に
新
道
〔
注
・
大
久
保
誕
之

丞
山
に
よ
っ
て
完
成
を
み
た
讃
岐
新
道
〕
開
通
し
、
人
力
車
に
て
往
復
し
得
ら
る
る
こ
と
と
な
り
て
よ
り
、
以
来
は
兎
角
客
足
止
ま

ら
ず
し
て
同
町
の
商
売
人
、
旅
人
宿
の
向
は
大
に
不
景
気
を
来
し
た
る
由
、
然
る
に
尚
ほ
此
の
上
に
鉄
道
を
布
設
せ
ら
れ
て
は
同

町
は
忽
ち
衰
微
し
て
言
ふ
に
忍
び
ざ
る
の
不
幸
を
惹
起
す
に
至
る
ベ

L
、
就
て
は
同
町
の
住
民
一
同
は
該
会
社
の
株
主
な
ど
に
加

入
せ
ざ
る
は
勿
論
の
こ
と
、
鉄
道
の
敷
地
な
ど
は
一
寸
の
土
地
た
り
と
も
決
し
て
之
を
売
渡
さ
ず
、
飽
ま
で
之
を
妨
害
せ
ん
と
て

交通と通信

頻
り
に
協
議
中
な
り
と
ぞ

(
明
治
二

O
年
入
月
一

O
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』
〉

こ
の
新
聞
記
事
の
行
聞
か
ら
、
当
時
の
世
相
と
反
対
派
の
人
々
の
戸
が
十
分
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
裏
付
す
る
よ
う
に
鉄
道
線
路
の
敷
設
に
伴
な
う
用
地
、
建
家
移
転
、

農
作
物
等
の
償
い
金
に
つ
い
て
沿

善通寺市史　第三巻



代現

合
計

内差
引

内差
引
金

金
壱
万
円

総
計

と
な
っ
て
お
り
、

金

二
十
八
万
二
千
百
九
十
二
円
十
銭
三
塵

二
万

O
六
百
六
十
一
円
五
十
一
銭

積
立
金
ヲ
以
テ
興
業
費
消
却

年
度
に
は
旅
客
四
四
万
四

0
0
0余
人
、
貨
物
も
九

金

二
万
千
六
百
三
十
六
円
五
十
三
銭
七
厘

金

四
千
百
六
十
円
四
十
四
銭
三
座

万
O
六
百
六
十
一
円
五
十
一
銭
(
以
下
略
〉

一
万
円
の
機
関
車
を
購
入
し
、
列
車
回
数
を
増
し
て
、
増
収
を
計
画
し
て
い
る
。

二
四
八
ト
ン
を
翰
送
し
、
営
業
成
績
は
三

O
一
O
六

金

二
千
六
百
五
十
二
円
二
十
七
銭
六
厘

金

一
万
二
千
O
二
十
七
円
八
銭
=
一
厘

こ
の
時
の
株
主
総
会
で
は
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
て
、
資
本
金
は
三
三
万
円
と
な
っ
た
。

金

八
十
七
円
二
十
六
銭
三
厘

建
設
費

興
業
費

創
立
費

追
徴
未
済
金

貯
蔵
物
品

仮
出
金

仮
受
物
品

株
金

-794-

金

五
円
八
十
銭
五
厘

不
足
金

ち
な
み
に
、
関
適
当
時
の
輸
送
量
は
、
旅
客
三
入
万
七

O
O
O余
人
、
貨
物
四
五
八
入
ト
y
余
で
あ
っ
た
が
、
二
一
年
後
の
明
治
二
五

一
十
二
万
三
千
三
百
六
十
一
円
五
十
一
銭

金
三
拾
万
円

二
万
三
千
三
百
六
十
一
円
十
一
銭

金
弐
千
七
百
円

今
後
購
買
京
銀
事
一
綱
代
議
算

円
、
純
益
に
対
す
る
建
設
費
は
四
分
五
庫
、
払
込
株

金
に
対
す
る
配
当
率
は
三
分
九
厘
と
な
っ
て
い
る
。

丸
亀
・
高
一
松
聞
を
延
長
開
業

明
治
二
六
年
(
一
八
九
三
)

一
O
月
に
丸
亀
1
高

松
問
一
七
勺
一
九
比
(
約
二
七
・
七
キ
ロ
M
C
の
路
線

延
長
を
申
請
、
同
二
七
年
七
月
に
仮
免
許
を
受
け
、

本
免
許
が
翌
二
八
年
一

O
月
一

O
日
に
交
付
さ
れ
る

と
、
そ
の
年
の
一
二
月
に
工
事
を
起
し
、
同
三

O
年

二
月
一
二
日
に
竣
工
、
同
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
.

開
業
当
時
の
駅
は
、
従
来
の
琴
平
・
普
通
寺
・
金

蔵
寺
〈
明
治
二
九
年
一

O
月
六
日
に
開
業
)

津
・
丸
亀
の
各
駅
に
加
え
て
、
宇
多
津
・
坂
出
・
鴨

交通と通信

追
加
さ
れ
た
。

川
・
国
分
・
端
岡
・
鬼
無
・
高
松
の
七
駅
が
新
し
く

な
お
、
当
時
の
高
松
駅
は
、
香
川
郡
宮
脇
村
西
浜

多
度

む

皇
帝

泊
町
ュ

υ
一qr噌

m
J

?
?
以
』

I
凶
一

d

年 平均宮業 取扱数量 運輸延マイ114歪 収 入

度 マイ J
官業費 差引

旅客 貨物 旅客 貨物 旅客 貨物 雑収入 計

明2治6 10 15 551，2人07 11.312 3， 81人~6叩，< 83，912 
同 同 円

訂，65同2 17.178 円 20，414 円

27 10 15 6見451 13，343 4，4悶，638 91，630 4~488 21.018 21，410 

26 10 15 913，998 1.684 .92正，132117，714 5.011 1，50陥 1，863 5&443 24，654 3.789 

29 11 71 1，21.行4 割前8 乱839，139114，326 80，69目 幻倒 4，601 8&065 31田? 56，η8 

30 27 19 ~310，091 46，5田 19，95&330 391，690 119，日1 1~131 4，351 196，029 1&524 111.505 

31 27 19 ~31&555 3&851 19，91~835 お9，919 186，101 13，911 &4訂 初4，055 16，314 1幻，6&1

32 27 19 ~311， 405 3.893 1~46~38民 拓也訂3 19R329 1&142 .036 21"07 71，121 14&1潤

33 27 19 ~366，562 3叫592 19，186，021 認L田4 214，1唱。 14.114 9，198 23&102 叫飽5 阻止6間

34 27 19 1，868，4町 39，495 14，664，034 初出453 211，0勾 1~633 .191 盟&856 幻410 145，銘碕

35 27 19 1，996，249 訂，462 16，9叫611343，0田 226，119 1~333 E凶1 245，118 8&110 156，408 

36 27 19 1， 98~189 34，116 1 6， 22~118 321.130 211，902 11，863 11，632 247，3田 81，019 160，3百

年度別運輸概況表(3)

7

J
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明治39年度『鉄道局年報』による。

1マイルは約1，6キロメートJレ、 1チェーンは約20，1メートル。
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代

(
現
在
の
高
松
市
一
一
扇
町
二
丁
目
付
近
)
に
設
け
ら
れ
、
「
西
浜
見
テ
1
V
ョ
y
」
の
名
で
親
し
ま
れ
た
。

そ
の
頃
の
列
車
運
転
回
数
は
、
琴
平
ま
で
の
直
通
列
車
は
四

0
分
間
隔
で
一
日
三

O
往
復
、
ま
た
、
こ
れ
に
要
す
る
車
両
も
二
六
年

現

に
は
機
関
車
三
商
、
客
車
三
一
一
向
、
貨
車
一
八
両
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
九
年
(
一
入
九
六
〉
か
ら
機
関
車
一

O
両
、
客
車
七
三
雨
、

貨
車
四
回
両
と
な
り
、
同
三
六
年
度
末
に
は
、
機
関
車
二
ニ
両
、
客
車
七
三
雨
、
貨
車
六
二
両
と
増
配
備
さ
れ
た
。

旅
客
運
賃
は
、
明
治
二
二
年
(
一
入
入
九
)
の
丸
亀

1
琴
平
間
開
業
時
は
下
等
一
勺
(
約
一
・
六
キ
ロ
H
C
に
つ
き
一
銭
、
中
等
は
そ

の
二
倍
、
上
等
は
三
倍
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
下
等
一
勺
に
つ
き
一
銭
一
厘
、
上
-
中
等
は
そ
の
二
倍
及
び
五

O
詐
増
し
に
改
正
、

ま
と
し
た
。

さ
ら
に
高
松
ま
で
延
長
し
た
明
治
三

O
年
(
一
八
九
七
)
一
一
月
に
は
下
等
一
銭
=
一
一
血
、
上
-
中
等
の
下
等
に
対
す
る
比
率
は
従
来
の
ま

ま
た
、
運
輸
成
絞
は
、
明
治
=
一

0
年
度
か
ら
は
丸
亀

1
高
松
問
の
開
業
に
よ
り
、
旅
客
、
貨
物
と
も
に
輸
送
量
が
増
加
し
、
ち
な
み

796 

占
め
る
営
業
費
は
三
五
割
引
と
好
況
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

に
同
三
六
年
度
の
実
績
を
見
る
と
、
旅
客
収
入
は
、
営
業
収
入
中
の
入
入
計
を
上
口
め
、
貨
物
は
五
軒
、
そ
し
て
同
年
度
の
営
業
収
入
に

一
方
、
会
社
創
立
の
明
治
二
二
年
(
一

λ
八
九
)
に
二
五
万
円
だ
っ
た
資
本
金
も
、
同
二
六
年
度
三
三
万
円
、
そ
の
後
、
丸
亀

1
高

松
岡
の
路
線
建
設
に
伴
っ
て
二
八
年
度
に
は
一
挙
に
入
=
一
万
円
と
な
り
、
二
九
年
度
に
は
一

O
O万
円
、
二
一

0
年
度
に
は
二
ニ

O
万
円

あ
っ
た
。

と
増
資
さ
れ
、
三
六
年
度
に
は
高
松
駅
移
転
等
の
計
画
の
た
め
一
六

O
万
円
に
増
額
し
た
。
こ
の
年
の
株
主
に
対
す
る
配
当
は
一
割
で

山
陽
鉄
道
へ
の
合
併
か
ら
国
鉄
へ

一
明
治
三
三
年
三
九
O
O〉
に
高
松
築
港
の
第
一
期
工
事
が
竣
工
し
、
次
い
で
同
三
六
年
ハ
一
九
O
一
ニ
)
二
一
月
、
讃
岐
鉄
道
と
神
戸

市
に
本
社
を
置
く
山
陽
鉄
道
と
の
連
絡
運
輸
が
は
じ
ま
る
と
、
両
社
の
合
併
話
が
も
ち
あ

が
り
、
翌
三
七
年
九
月
二
回
目
、
讃
岐
鉄
道
会
社
社
長
代
理
大
塚
惟
明
と
山
陽
鉄
道
会
社

専
務
取
締
役
牛
場
卓
蔵
の
聞
で
仮
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
す
べ
て
を
一
六

O
万
円
で
山
陽
鉄

道
に
譲
渡
さ
れ
た
。

合
併
の
条
件
は
、
本
文
七
ヵ
条
の
仮
契
約
書
と
副
契
約
書
ニ
ヵ
条
か
ら
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

て
讃
岐
鉄
道
会
社
は
高
松
か
ら
多
度
津
を
経
て
琴
平
に
至
る
二
七
日
ィ
一
九
三
(
約

四
四
キ
ロ
M
C
、
未
成
線
一
勺
ニ
二
比
五
五
匂
(
約
ニ
キ
ロ
同
州
)
、
線
路
、
建
物
、
車
両
、
そ

の
他
の
財
産
、
す
な
わ
ち
三
万
二
千
株
(
一
株
五

O
円
)
、
金
額
払
込
高
一
六

O
万
円
に

対
す
る
い
っ
さ
い
の
財
産
お
よ
び
権
利
を
山
陽
鉄
道
会
社
に
売
り
渡
し
、
讃
岐
鉄
道
会

社
は
前
記
財
産
に
対
し
て
、
な
ん
ら
の
負
担
な
き
こ
と
を
担
保
と
す
る
こ
と
。

二
、
山
陽
鉄
道
会
社
は
、
代
金
と
し
て
そ
の
会
社
の
株
式
三
万
二
千
株
(
一
株
五

O

円
)
を
讃
岐
鉄
道
会
社
の
指
定
す
る
株
主
に
付
与
す
る
こ
と
。

(JR四国多度津工場提供〕

-797-
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三
、
鉄
道
売
買
の
認
可
を
得
た
の
ち
一

O
日
以
内
に
讃
岐
鉄
道
会
社
は
、

そ
の
全
部
を
山
陽
鉄
道
会
社
に
引
き
渡
す
こ
と
。

ま
た
契
約
解
除
を
な
す

こ
と
が
で
き
る

(
以
下
略
)

し
引
き
渡
し
前
に
お
い
て
天
災
、
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
設
損
し
た
場
合
に
は
、
代
金
の
減
額
を
な
す
か
、

交通と通信

一
O
月
一
日
以
後
の
讃
岐
鉄
道
会
社
の
収
入
支
出
を
山
陽
鉄
道
会
社
の
計
算
と
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の

な
お
、
副
契
約
書
は
、

善通寺市史　第三巻

Motoi Yamamoto
長方形



，~~_: 

代

ャ←一、一一一一一一 一一一一~一一一一一一一一「

現

讃
岐
路
の

「
鉄
道
唱
歌
」

『
地
理
歴
史
・
讃
岐
唱
歌
・
鉄
道
の
巻
』

H

汽
笛
一
戸
新
橋
を
:
:
:
u
で
は
じ
ま
る
「

一
集
東
海
道
編
』
が
発
表
さ
れ
、

そ
の
年
の

編
』
、
『
第
五
集
関
西
・
参
宮
・
南
海
編
』
と
あ
い
つ
い
で
刊
行
さ
れ
、

O
万
部
を
突
破
す
る
と
い
う
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ第
l 四
に集
な北
つ陸

ム
以

rU40いん
~wzz
刊一局一、一一山間，

h

，

一

号

同

一

宇

J

J

J

1

F

h

引
に

h
A
r
d
m
一
吋
~
唱
一
山
Z
Y

た。
こ
の
大
和
田
建
樹
の

「
鉄
道
唱
歌
」
が
ヒ
ッ

安
雄
が
作
詞
し

同
川
添
安
蔵
の
作
曲
に
な
る

書
広
)
か
ら
発
売
さ
れ
た
。

体
裁
は

タ
テ
一
四
・
五
時

V
J

、
ヨ
コ
一

0
・
入
号
、

こ
の
唱
歌
は
、
高
松
か
ら
琴
平
ま
で
の
鉄
道
沿
線
を
三
入
節
に
分
け
て
歌
っ
て
お
り
、
歌
詞
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
・

地
理
歴
史
・
讃
岐
唱
歌
・
鉄
道
之
巻

黒
木

安
雄

作
詞

)11 
添

安
蔵

作
曲

て
栗
林
公
閤

屋
嶋
山

名あ

告なTこ
松こ
のな
市tt.こ
をを
出眺
てめ

つ
ふ

琴
平
行
の
汽
車
の
旅

二
、
香
東
川
の
朝
霞

交通と通信

玉
藻
の
滞
と
香
西
の

消
は
遥
に
真
帆
片
帆

嶋
山
か
け
て
往
き
通
ふ

で
あ
っ
た
。

譲
渡
を
前
に
讃
岐
鉄
道
会
社
で
は

同
年
一

O
月
二
八
日
に
臨
時
株
主
総
会
を

開
い
て
仮
契
約
書
(
案
〉
を
承
認
し

一
月
二
五
日
に
認
可
を
得
て

月

一
日
会
社
を
解
散
、

同
日
以
後
は
山
陽
鉄
道
会
社
讃
岐
線
と
し
て
経
営
さ
れ
、
多

度
津
に
山
陽
鉄
道
会
社
多
度
津
運
輸
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
明
治
=
一
九
年
〈
一
九

O
六
)
三
月
三
一
日
に
「
鉄
道
国
有
法
(
法
律
第

一
七
号
〉
が
公
布
さ
れ
る
に
及
び
、
同
年
一
二
月
一
日
、
山
陽
鉄
道
会
社
も
固
有

の
鉄
道
と
し
て
買
収
さ
れ
、

新
た
に
逓
信
省
鉄
道
作
業
局
の
所
管
す
る
左
こ
ろ
と

な
り
、
讃
肢
の
鉄
道
も
こ
こ
に
固
有
鉄
道
へ
と
移
り
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

-79唱

0 鉄
月道
ま唱
で 歌

警高
音量
陽存

7L O 
mは組、

』明

富治

重空
州-

会き
携 O
担 V

長ョ

五
『月

』こ

そ
の

第

-
Z
J
3
一
U
A
S

ユ
:
=

i

d
昌
己
主
一
U

!

=

J

 

ト
し
た
翌
年
の
三
四
年
一
月
一
一
目
、
香
川
師
範
学
校
〈
現
在
川
大
学
)
の
教
授
黒
木

『
地
理
歴
史
・
讃
岐
唱
歌
・
鉄
道
の
巻
』
が
、
高
松
市
丸
亀
町
宮
脇
閲
益
堂
(
現
宮
脇

二
四
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
で
定
価
は
三
銭
で
あ
っ
た
。

-799ー

b
 

、
勝
賀
の
山
を
右
手
に
見
て

弦
打

笠
居
過
ぎ
行
け
ば

讃岐鉄道唱歌の表紙

四

自今天
峰は正
山穏主頃
もひの
青に古
蜂鬼戦
も農場

麓
は
霞
む
桃
ぼ
や
L

持
品
の
池
も
波
赤
L

端
岡
村
の
春
の
空

i
l
i
l
i
-
-
l
i
j
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代

念
し
て
、
そ
の
祝
賀
会
の
席
上
で
発
表
し
た
二
二
節
か
ら
な
る
『
伊
予
鉄
道
唱
歌
』
(
作
詞
・
大
和
田
建
樹
、
作
曲
・
田
村
虎
蔵
)
が
あ

現

る
。
こ
れ
は
、
、
大
和
田
建
樹
の
『
鉄
道
唱
歌
全
集
』
の
四
国
編
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
大
和
田
が
愛
媛
県
宇
和
島
市
の
出
身
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、

委
腐
を
受
け
た
大
和
田
は

東
京
か
ら
松
山
へ
旅
行
し

実
際
に
伊
予
鉄
道
に
乗
っ
て
作
詞
す
る
と
言
う
熱
の
入
れ
よ

う
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
正
四
年
(
一
九
一
五
)

一
月
一
目
、
徳
島
県
の
「
小
松
島
線
の
歌
」
(
作
詞
・
佐
津
波
弦
、
作
曲
・
板
東
幸
夫
)
一
一
七
節
が

『
徳
島
線
要
覧
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
昭
和
七
年
〈
一
九
三
二
)
に
は
「
高
知
線
の
歌
」
(
中
村
登
喜
男
作
詞
・
岡
村
浩
補
筆
)
一
一
六
節
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
歌

は
、
土
讃
線
の
建
設
途
上
に
、
当
時
、
大
阪
鉄
道
管
理
局
高
知
出
張
所
長
で
あ
っ
た
岡
村
浩
の
手
に
よ
り
、
高
知
線
管
内
の
職
員
か
ら

募
集
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

806-

国
有
化
後
の
鉄
道
概
観

四
国
の
幹
線
工
事

明
治
四
五
年
〈
一
九
ご
一
〉
四
月
、
鉄
道
院
は
多
度
津
に
建
設
事
務
所
を
置
い
て
、
そ
の
秋
、
高
松
と
松
山
を
結
ぶ
鉄
道
の
う
ち
、

ま
ず
多
虞
津
と
観
音
寺
闘
の
建
設
に
着
手
し
た
。

そ
の
後
、
川
之
江
、
西
条
、
今
治
へ
と
部
分
開
業
を
行
い
な
が
ら
松
山
ま
で
線
路
が
仲
び
た
の
は
昭
和
二
年
〔
一
九
二
七
)

目
、
同
区
間
が
予
定
線
と
し
て
計
画
ハ
明
治
二
五
年
υ

さ
れ
て
以
来
実
に
三
五
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
た
。

四
月

ーτ注
調
連
合

JTt
ィ

1
一・

1
一h

一
一
寸
可
一
切

ま
た
、
高
松
と
徳
島
を
結
ぶ
高
徳
線
の
建
設
は
、
大
正
九
年
(
一
九
二

O
)
九
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
が
、
こ
句
工
事
に
は
こ
つ
の
難

で
あ
っ
た
。
そ
し
セ
高
徳
線
が

也

、

J

f

ι 
勺

関
が
た
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
県
境
の
大
坂
山
ト

y
ヰ
ル
と
吉
野
川
架
橋
(
九
五
一
蹴
〉

全
通
し
た
の
は
昭
和
一

O
年
(
一
九
三
五
)
一
一
一
月
二

O
日
、
さ
き
に
大
川
郡
会
が
中
心
に

を
結
成
以

「
阿
讃
鉄
道
東
讃
期
成
同
盟
会
」

来
一
七
年
目
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

「
土
讃

一
方
、
香
川
、
徳
島
、
高
知
の
三
県
を
結
ぶ
土
讃
線
の
工
事
は
呑
川
と
高
知
の
双
方
か
ら
建
設
が
は
じ
ま
り
、
呑
川
県
側
を

北
線
」
、
高
知
県
側
を
「
土
讃
南
線
」
と
呼
び
、
北
線
は
大
正
九
年
一
一
一
月
に
琴
平
か
ら
、
南
線
は
同
一
五
年
(
一
九
二
六
)
一
一
月
に
土
佐

山
田
か
ら
若
工
を
見
た
。
そ
し
て
、
同
一
二
年
三
九
二
三
)

五
月
に
琴
平
・
讃
岐
財
田
閑
が
開
通
、

い
よ
い
よ
最
大
の
難
所
、
猪
の

工
費
入

O
O万
円
を

自
H

ト
ン
ネ
ル

〈
三
入
四
五
日
目
。

に
い
ど
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

わ
ず
か
一
九
・
七
キ
ロ
郊
に
六
年
六
ヵ
月
の
歳
月
と
、

-807-

工
事
中
の
犠
牲
者
は
死
者
一

O
入
、
負
傷
者
二

0
0
0人
に
及
ぶ
難
工
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
南
北
か
ら
進
め

要
し
た
。
し
か
も
、

一
一
月
二
入
日
で
あ
っ
た
.

ら
れ
た
土
讃
線
の
工
事
が
、
小
歩
危
、
大
歩
危
の
谷
間
で
接
続
し
た
の
は
昭
和
一

O
年
(
一
九
三
五
)

に
讃
岐
平
野
を
舞
台
に
し
て
行
わ
れ
た
陸
軍
特
別
大
演
習
の
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
大
改
修
が
加
え
ら
れ
、
商
目
一
新
し
た
。
次
は
そ
の
改
修
を
伝
え
る
新
聞
記
事
で
あ
る
。

な
お
国
鉄
普
通
寺
駅
は
、
大
正
一
一
年
(
一
九
二
二
)

普
通
寺

新
騨
の
美
視

交通と通信

大
改
修
を
加
へ
て
面
目
一
新
す

讃
岐
一
線
善
通
寺
騨
は
大
演
習
に
伴
ふ
て
扱
張
を
要
し
高
松
市
の
樋
笠
組
が
請
負
し
て
去
る
七
月
起
工
し
大
半
竣
工
し
た
の
で
十
日
依
舎

か
ら
本
屋
へ
移
轄
し
た
が
全
部
の
竣
工
は
十
七
日
で
あ
る
本
騨
舎
は
切
破
風
を
造
り
平
屋
建
に
て
建
坪
入
十
坪
五
合
に
て
正
面
に
車
寄

善通寺市史　第三巻



代

せ
を
新
設
し
此
表
面
三
開
放
一
一
同
一
尺
に
て
待
合
所
は
十
聞
に
五
問
南
手
に
あ
る
こ
等
待
ち
合
所
は
二
関
半
四
方
騨
長
室
は
二
間
半
四

方
出
札
室
は
三
間
半
四
方
北
手
に
あ
る
小
荷
物
室
は
二
間
半
歩
廊
は
個
二
十
一
尺
延
長
六
百
尺
下
り
歩
廊
は
幅
六
百
尺
延
長
十
八
尺
線

現

路
の
階
段
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塗
と
し
歩
廊
屋
根
を
新
に
葺
く
な
ど
何
れ
も
新
築
同
様
に
面
白
一
新
し
た

(
大
正
一
一
年
一

O
R

一
日
『
香
川
新
報
』
)

改
新
さ
れ
た
駅
(
口
絵
写
真
)
は
、
最
近
ま
で
そ
の
姿
を
保
っ
て
い
た
が
、
平
成
三
年
(
一
九
九
一
)
、
再
度
改
修
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

戦
後
の
混
乱
か
ら
復
興
へ

昭
和
一

O
年
(
一
九
三
五
〉
か
ら
終
戦
の
同
二

O
年
(
一
九
四
五
)
ま
で
は
、
軍
事
輸
送
一
辺
倒
の
時
代
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
終
戦
の
日
を
境
に
鉄
道
の
輸
送
は
、
戦
時
輸
送
か
ら
民
需
輸
送
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
が
、
外
地
か
ら
の
引
揚
者
、

-808ー

食
糧
不
足
に
よ
る
買
出
客
の
激
増
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
襲
に
よ
る
車
両
、
施
設
等
の
被
害
、
わ
け
て
も
石
炭
不
足
は
深
刻
な
も
の

の
一
月
に
は
五
割
の
列
車
が
運
転
休
止
と
な
り
、
混
乱
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。

で
、
昭
和
二
二
年
(
一
九
四
七
)

通
勤
、
通
学
列
車
の
客
車
不
足
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
有
が
い
貨
車
が
使
用
さ
れ
た
り
、

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
杉
板
で
箱
を
組
み
、

『こ

わ
か
造
り
の
国
鉄
パ
ス
が
「
四
鉄
式
改
造
パ
兄
」
と
し
て
登
場
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
五
年
(
一
九
五

O
)
一
O
月
か
ら
予
讃
本
線
に
準
急
「
瀬
戸
」
、
土
讃
本
線
に
「
南
風
」
が
は
じ
め
て
走
り
、
明
る
い
話
題
を

呼
ん
だ
も
の
の
、
そ
れ
で
も
戦
前
の
昭
和
一
一
年
(
一
九
三
六
)
並
み
に
回
復
し
た
の
は
同
二
八
年
(
一
九
五
二
一
)

の
春
の
こ
と
で

あ
っ
た
.

;l， 

土
讃
線
の
準
急
列
車
を
牽
引
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
翌
三
三
年
(
一
九
五
八
)
』こ

(JR四国多度津工場提供〕

輸
送
近
代
化
か
ら
民
営
分
割
へ

昭
和
三
二
年
(
一
九
五
七
V

四
月
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が
四
国
へ
投
入
さ
れ
て
、

は
、
予
讃
線
に
気
動
車
準
急
が
お
目
見
得
す
る
な
ど
、
画
期
的
な
輸
送
改
善
が
ス
タ
1

ト
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
、
旅
客
列
車
の
気
動
車
化
キ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
、
貨

物
取
扱
い
駅
の
集
約
化
な
ど
に
よ
る
旦
ピ

1
ド
ア
ッ
プ
を
実
現
さ
せ
、
昭
和
四
五
年

『
ハ
一
九
七

O
)
四
月
一
日
に
は
、
四
国
島
内
か
ら
蒸
気
機
関
車
が
す
べ
て
姿
を
消
し
、

完
全
無
煙
化
に
よ
る
輸
送
近
代
化
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
新
時
代
へ
の
対
応
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
速
に
進
行
す
る

-809-

モ
ー
タ
ー
り
ゼ
l
V
町
民
ン
の
中
で
、

か
つ
て
、
鉄
道
が
最
大
の
利
点
と
し
た
長
距
離
、

大
量
輸
送
の
独
占
体
制
は
く
ず
れ
、
旅
客
は
マ
イ
カ
ー
や
飛
行
機
に
、
貨
物
は
船
舶
、

ト
ラ
ッ

F
へ
と
時
代
は
大
き
く
移
り
変
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
六
二
年
(
一
九
入
七
〉
四
月
一
日
、
国
鉄
は
六
つ
の
旅
客
会
社
と
一
つ
の
貨
物
会
社
に
民
営
分
割
さ
れ
、

四
国
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
と
し
て
再
出
発
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
民
営
化
に
一
歩
先
だ
っ
て
同
年
三
月
一
一
一
一
一
日
む
は
、
高
松
・
坂
出
問
お
よ

交通と通信

び
多
度
津
・
観
音
寺
関
と
多
度
津
・
琴
平
間
に
電
化
に
よ
る
部
分
開
業
が
実
現
し
、
翌
六
三
年
(
一
九
八
八
〉
四
月
一
。
目
、
瀬
戸
大

橋
開
通
と
と
も
に
宇
高
連
絡
船
が
七
入
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
こ
れ
に
か
わ
っ
て
瀬
戸
大
橋
の
上
を
本
四
備
讃
線
の
電
車
が
走
っ
た

の
で
ふ
あ
る
。

l
i
l
t
-
j
1
7
1
1
;
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